
12/3 全国一斉障害年金ホットライン【無料電話相談】
http://doilo.life.coocan.jp/20161203/障害年金をご存じですか？
障害年金に精通した弁護士・社会保険労務士が、お答えします。

◆　障害年金とは？
・病気やけがによって、生活や仕事が制限される場合に、受け取ることができる年金。
・現役世代の人も含めて受け取ること ができる場合があります。
・眼や耳、肢体の障害だけでなく、がんや糖尿病、人工透析などの内部疾患や精神疾患により、長期療養が必要、働けなくなったときも支
給の対象になる場合があります。

◆　利用できるのに、利用していない人が少なくない現状があります。
厚生労働省の統計では、障害者数が約740万人（推計）に対し、障害年金の受給者は200万人程度。
障害年金の「制度を知らない」、「該当しないと思った」、「手続き方法を知らなかった」、という声をよく聞きます。

◆　こんな相談ができます！
障害年金って何？
障害があるけれど、年金はもらえるの？
手続きは、どうしたらいいの？
障害年金の申請をしたけど、不支給になった！
更新の時に等級が下がった！
診断書が必要と聞いたが、とうしたらよいの？
いつ頃病院に行ったのかはっきりわかない・・・。
今、働いているけど、障害年金はもらえるの

◆　実施の日時等
２０１６年１２月３日　(土)　　午前10時～午後4時
☎０４８（８６４）８９６０（当日のみの専用回線です。相談無料）

埼玉のほか、下記地域でも実施されます。
仙台、群馬、東京、神奈川、石川、長野、愛知、滋賀、大阪、和歌山、福岡、佐賀、宮崎
各地の電話番号は、こちら

お気軽にお電話ください！
匿名でも結構です。

https://saitamasogo.jp/archives/69013
http://doilo.life.coocan.jp/20161203/


 

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2016/11/25c449de6e90b76d04170b002d3e3440.png


10/12(水)17:00～臨時休業のお知らせ
 

所内研修のため、本日10月12日(水)17時以降を臨時休業とさせていただきます。

 

10/26(水)パナマ文書問題・タックスヘイブン問題でクリ
ステンセン氏講演（日弁連主催）
タックス・ヘイブン問題に先駆的に取り組んできた国際的な市民団体「タックス・ジャスティス・ネットワーク」代表のジョン・クリステ
ンセン氏がイギリスから来日され、10月26日(水）、日弁連でも、講演されます（参加無料・事前申込不要）。詳細は、下記のとおり
です。
なお、クリステンセン氏は、10月29日（土）には、公正な税制を求める市民連絡会主催の市民集会でも講演をされ、同集会では、宇都
宮健児さん、雨宮処凛さんなどの講演も予定されています。詳細は→　こちら

 

◆日　時：２０１６年１０月２６日（水）１８時３０分～２０時３０分

◆会　場：弁護士会館２階講堂クレオＢＣ　（←クリックすると地図が出ます。）
（千代田区霞が関１－１－３　地下鉄丸ノ内線・日比谷線・千代田線「霞ヶ関駅」B1-b出口直結）

◆参加費：無料（事前申込不要）

◆講演内容：「パナマ文書問題～国際的な税逃れの実態と対策」（日本語通訳あり）

主催：日本弁護士連合会
問い合わせ：日本弁護士連合会　人権部人権第一課
TEL　０３－３５８０－９８５７

https://saitamasogo.jp/archives/68873
https://saitamasogo.jp/archives/68864
https://saitamasogo.jp/archives/68864
https://saitamasogo.jp/archives/68745
http://www.softic.or.jp/map/map-creo.html


チラシはこちら⇒ジョン・クリステンセン氏来日記念講演「パナマ文書問題～不平等社会の克服に向けて、国際的な税逃れの実態と対策を
考える」

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2016/10/2e458e54542b49745b9deeaba473a587.jpg
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2016/10/2e458e54542b49745b9deeaba473a587.pdf
http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2016/10/2e458e54542b49745b9deeaba473a587.pdf


10/23(日)「これで解決！奨学金問題｣シンポジウムが開
催されます
当事務所の　弁護士　鴨田譲が事務局長を務める埼玉奨学金問題ネットワークが設立3周年を記念して「これで解決！奨学金問題」が開催
されます。
お時間のある方はぜひ、ご参加ください。
 

◆日　時：２０１６年１０月２３日（日）１３時３０分～１６時３０分　（開場１３：３０）

◆基調講演：弁護士　岩重佳治　氏（奨学金問題対策全国会議事務局長）

◆基調報告：聖学院大学教授　柴田武男　氏（埼玉奨学金問題ネットワーク代表）

◆取組報告：県立高校教諭　仲野研　氏、ＮＰＯ法人ＰＯＳＳＥ　岩橋誠　氏

◆会　場：市民会館うらわ　（←クリックすると地図が出ます。ＪＲ浦和駅西口より徒歩７分）

◆参加費：無料（事前申込不要）

主催：埼玉奨学金問題ネットワーク
後援：埼玉奨学金問題対策全国会議、一般社団法人埼玉県労働者福祉協議会
問い合わせ：埼玉奨学金問題ネットワーク事務局長　弁護士　鴨田譲
（ＴＥＬ：０４８－８６２－０８００）

https://saitamasogo.jp/archives/68844
https://saitamasogo.jp/archives/68844
https://saitamasogo.jp/kamodayuzuru
http://www.saitama-culture.jp/urawa/access.html


 

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2016/10/d2d7c255dc82daa0d1338aa951ef9d4e.jpg


チラシはこちら⇒10/23(日)「これで解決！奨学金問題｣シンポジウムちらし

10/29 「財源がない」は 本当なのか？－3,000兆円
も眠るタックス・ヘイブンから 格差社会、税制を考える－
”なんと！タックス・ヘイブン問題の世界の第一人者「タックス・ジャスティス・ネットワーク」の代表が、イギリスから緊急来日！！”

グローバリゼーションの影で過酷さを増す世界の貧困と格差。その解消のためには世界中の富を再配分すべきであると言われています。

他方、先般、パナマ文書により、世界の元首や大企業などがタックス・ヘイブンを利用した税逃れを行っている実態が暴露されました。こ
の文書には約４００の日本の企業や個人の情報も含まれています。

一部の大企業や富裕層等が課税を逃れ、その穴埋めを市民が負うという不公正な税のあり方は是正されなければなりません。

本集会では、この問題の最先端の情報を収集し、活動している国際組織であるタックス・ジャスティス・ネットワークの代表者のジョン・
クリステンセン氏と、シニア・アドバイザーのクリシェン・メータ氏をお招きして、「税の公正（タックス・ジャスティス）」に関する基
調講演と、さらに、この問題に関する課題と提言等のご報告をいただきます。

多くの皆さまのご参加をお待ちしています。

 

【日時・場所等】
◆日時：2016年10月29日（土）13:00～16：30（12:30受付開始）

◆場所：田町交通ビル ６階ホール　（←クリックすると地図が出ます。）
（港区芝浦３-２-２２　■ JR田町駅｢芝浦口｣徒歩3分）

◆資料代：1000円
※お支払いが難しい方は入場時にお声をおかけください。無料で資料をお渡しします。

◆事前申し込み不要

 

【プログラム】

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2016/10/d2d7c255dc82daa0d1338aa951ef9d4e-3.pdf
https://saitamasogo.jp/archives/68745
https://saitamasogo.jp/archives/68745
https://www.google.co.jp/maps/place/%E3%80%92105-0023+%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E6%B8%AF%E5%8C%BA%E8%8A%9D%E6%B5%A6%EF%BC%93%E4%B8%81%E7%9B%AE%EF%BC%92%E2%88%92%EF%BC%92%EF%BC%92/@35.6449494,139.7481828,18z/data=!4m5!3m4!1s0x60188bb4e3464c2f:0xfdc9010a5e385b7c!8m2!3d35.6443308!4d139.7496248?hl=ja


（ミニ講演）
「タックス・ヘイブンを追及する市民運動が、なぜ今必要か？」
雨宮 処凜氏 （作家、社会運動家、公正な税制を求める市民連絡会共同代表）

（基調講演）
「税の公正（タックス・ジャスティス）とは」
ジョン・クリステンセン氏（タックス・ジャスティス・ネットワーク代表）

（報　　告）
「タックス・ヘイブン対策の課題と提言」
ジョン・クリステンセン氏
クリシェン・メータ氏（タックス・ジャスティス・ネットワーク、シニア・アドバイザー）

（総　　括）
合田　寛（公益財団法人政治経済研究所理事）

（ミニ講演）
「市民運動と国際連帯の必要性」
宇都宮 健児氏（弁護士、元日弁連会長、公正な税制を求める市民連絡会共同代表）

 

【事務局連絡先】
弁護士／猪股 正　 〒 330-0064 さいたま市浦和区岸町７－１２－１　東和ビル４階
埼玉総合法律事務所　TEL.048(862)0355　ＦＡＸ.048(866)0425

＊チラシのダウンロード→　こちら

 

【カンパのお願い】
クリステンセン氏招聘に伴う通訳費用、国際課税に関するキャンペーン費用等の捻出に、ご協力ください。
（カンパ口座）
振込先　　ゆうちょ銀行 　口座名義　公正な税制を求める市民連絡会　コウセイナゼイセイヲモトメルシミンレンラクカイ
■ゆうちょ銀行から振込　10160-446381
■他行から振込　ゼロイチハチ（018）支店　普通預金口座　0044638

 

http://saitamasogo.jp/wp-content/uploads/2016/09/a2035c30bab652e4187f4fc5ffc4d8df.pdf


https://saitamasogo.jp/archives/68745/10-29%e3%83%81%e3%83%a9%e3%82%b7


憲法ミュージカル再興　出演者募集！
 

https://saitamasogo.jp/archives/68736


1993年に埼玉で産声を上げた憲法ミュージカル。

https://saitamasogo.jp/archives/68736/kijimuna


2002年までの10年間で10作品を上演し、
1000人の一般市民が舞台に立ちました。

バトンは繋がり2007年今度は東京多摩地区で芽吹き3作品を上演。

この2つの地域が手を繋ぎ、2007年に沖縄をテーマに上演された
『キジムナー』を再演する事になりました。

あなたも参加しませんか？
当事務所の牧野　丘が呼びかけ人共同代表を務めております。
 
 
オーディション

■2016年12月4日（日）

■国籍・性別・経験不問
  全公演に参加
  埼玉・三多摩両地域の練習に参加
  6歳以上（小学生以下は保護者同伴）
  出演参加費10,000円を納入する

■練習日程
  2017年1月～5月(1月中は日曜のみ)
  以降、土・日・祝の練習（合宿あり）
 
※詳細は応募者に後日お知らせします
 
応募用紙は　　－こちら(PDF)－
 
 
公演日／2017年5月
■20日(土)　埼玉会館　大ホール　夜1回公演

■21日(日)　埼玉会館　大ホール　昼1回公演

■27日(土)　たましんRISURUホール　大ホール　昼夜2回公演

https://saitamasogo.jp/archives/68736/%e6%86%b2%e6%b3%95%ef%be%90%ef%bd%ad%ef%bd%b0%ef%bd%bc%ef%be%9e%ef%bd%b6%ef%be%99%e3%83%bb%e5%8f%82%e5%8a%a0%e7%94%b3%e8%be%bc%e6%9b%b8


ホームページは　－こちら－

主催：埼玉×三多摩憲法ミュージカル実行委員会
問い合わせ先：TEL　050-3701-2017　FAX　04-2998-5120
E-mail：2017kpmusical@gmail.com
 
ｷｼﾞﾑﾅｰ・出演者募集・ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ(PDF)

11/28(月)「過労死等防止対策推進シンポジウム」が開催
されます
 

少し先の話になりますが、「過労死等防止対策推進シンポジウム」が開催されます。
 

埼玉だけでなく、同様のシンポジウムが全国各地でおこなわれ、私たち埼玉過労死弁護団の弁護士なども加わって、開催準備をしています。
 

一昨年成立した過労死等防止法ですが、この法律の存在や趣旨が、まだまだ世間では広まっていません。
このシンポジウムに一人でも多くの方にご参加いただき、過労死等防止法の認知度を高め、過労死のない社会を皆さんと目指したいと思い
ます。
 

ぜひ、ご参加ください。
 

◆日　時：２０１６年１１月２８日（月）１４時～　（受付開始１３：３０）

◆講　師：山本　晴義　氏（横浜労災病院　勤労者メンタルヘルスセンター長）

              尾林　芳匡　氏（東京過労死弁護団幹事長）

◆会　場：さいたま共済会館　（ＪＲ浦和駅西口より徒歩１０分）

◆参加費：無料（要事前申込）

http://www.cueofa.com/kenpoumusical/
https://saitamasogo.jp/archives/68736/%e6%86%b2%e6%b3%95%ef%be%90%ef%bd%ad%ef%bd%b0%ef%bd%bc%ef%be%9e%ef%bd%b6%ef%be%99%e3%83%bb%ef%bd%b7%ef%bd%bc%ef%be%9e%ef%be%91%ef%be%85%ef%bd%b0%e3%83%bb%ef%be%8a%ef%be%9f%ef%be%9d%ef%be%8c%ef%be%9a
https://saitamasogo.jp/archives/68702
https://saitamasogo.jp/archives/68702
http://www.saitama-ctv-kyosai.net/kyosai_kaikan/


 

主催：厚生労働省
 

後援：埼玉県（予定）
 

協力：過労死等防止対策推進全国センター
　　　全国過労死を考える家族の会
　　　過労死弁護団全国連絡会議
　　　埼玉産業保健総合支援センター
 
問い合わせ：弁護士　佐渡島啓
（ＴＥＬ：０４８－８６２－０３５５）

 





過労死ｼﾝﾎﾟ・281128(PDF)

https://saitamasogo.jp/archives/68702/%e9%81%8e%e5%8a%b4%e6%ad%bb%ef%bd%bc%ef%be%9d%ef%be%8e%ef%be%9f%e3%83%bb281128pdf-2


全国Ｂ型肝炎訴訟埼玉弁護団（東京弁護団埼玉支部）発足しまし
た。

B型肝炎の持続感染者は１２０万人と言われ、そのうちの３分の１以上は幼少期に行われた予防接種の注射器の使い回しが原因だと言われ
ています。全国B型肝炎訴訟弁護団は、約２０年にわたる国との間の裁判を経て、厚労省と「基本合意」を締結し、多くのB型肝炎患者さ

んに救済の道を開きました。

この度、全国弁護団の中核である東京弁護団の働きかけにより、当事務所の弁護士が中心となって、全国B型肝炎訴訟埼玉弁護団（東京弁
護団埼玉支部）を結成することになりました。弁護団代表に、当事務所の牧野丘弁護士が、事務局長に同じく高木太郎弁護士が就任してい

ます。

厚労省と全国弁護団との間で結んだ「基本合意」によって、多くの患者さんに救済の間口が広がりました。しかし、個別の事案をめぐって
は、救済するかどうかで国との間で見解の相違が見られるケースも多く、全国弁護団は、救済手続きに入ってからも、厚労省と議論を重ね、

より良い解決に向けた活動を行っています。

また、全国弁護団では、多数の患者さんや医療機関と共に、検査費用や治療費等の助成、肝炎医療の提供体制の整備、肝炎医療の研究推進
充実を目指した活動も行っています。当然のことながら、埼玉弁護団も、全国弁護団の一員としてこれらの活動にも尽力してまいります。

ぜひ、埼玉弁護団のホームページもご覧ください。

　　　　　　　　　　　　埼玉弁護団発足の記者
会見のようす(7月21日)

https://saitamasogo.jp/archives/68591
https://saitamasogo.jp/archives/68591
http://bkan-saitama.jimdo.com/


7/4(月)臨時休業のお知らせ
 

7月4日(月)は所内研修のため、臨時休業とさせていただきます。

皆様方には大変ご迷惑をお掛けいたしますが、何卒よろしくお願い申し上げます。

 

7/18 生活保護問題対策全国会議　設立９周年記念集会
「健康で文化的な生活」は何処へ？～権利としての生活保障を求

めて
集会のご案内です。

予算の削減が続く社会保障の現場は一触即発。保育の分野では「保育園落ちた」という一個人のブログが大きなうねりを巻き起こし、高等
教育の分野でも給付型奨学金の創設が政治課題となりつつあります。

時代の転換点にある今、生活保護の分野でも、バッシングを乗り越えて、制度への理解と利用を促すにはどうすればよいか。全国27都道
府県で900名近い当事者が原告として提訴している生活保護基準引下げ違憲訴訟を足場に取り組めることは何か。

各界のパネリストの方々とともに考えたいと思います。

【日時】７月１８日（月・海の日）１３時～１７時（受付開始１２時３０分）
【場所】ハイライフプラザいたばし

東京都板橋区板橋1-55-16　板橋区立ハイライフプラザ
TEL　03-5375-8105
JR埼京線「板橋」駅西口より徒歩1分

都営地下鉄三田線「新板橋」駅A2・A3出口より徒歩3分

https://saitamasogo.jp/archives/68532
https://saitamasogo.jp/archives/68499
https://saitamasogo.jp/archives/68499
https://saitamasogo.jp/archives/68499
http://www.city.itabashi.tokyo.jp/c_kurashi/045/045352.html


事前申込不要・入場無料

【プログラム】

13:00　開会挨拶・基調報告
「生活保護をめぐる最近の状況」

小久保哲郎（弁護士、当会議事務局長）

13:10 「当事者アンケートにみる生活保護基準引き下げの影響」
山田壮志郎さん（日本福祉大学社会福祉学部准教授）

【プロフィール】1976年生まれ。日本福祉大学大学院社会福祉学研究科社会福祉学専攻博士後期課程修了。社会福祉士。2010年4
月より現職。専攻は公的扶助論。著書に『ホームレス支援における就労と福祉』（明石書店、2009年。同書で第16回社会政策学会賞

受賞）。『無料低額宿泊所に関する研究』明石書店、2016年）。

13:30　当事者発言

13:45　基調講演
「大きなパイを隠してるのは誰？こんな分け前じゃ生きられない！」

さいき まこ　さん（漫画家）
【プロフィール】2013年『陽のあたる家　～生活保護に支えられて～』（秋田書店刊）を出版。「生活保護を日本で最初に本格的に取

り上げた漫画」として新聞各紙、テレビ番組などで取り上げられ話題となる。2014年「貧困ジャーナリズム大賞」特別賞を受
賞。2015年『神様の背中　～貧困の中の子どもたち～』（秋田書店刊）を出版。

14:35　休憩

14:50　パネルディスカッション「権利としての生活保障を求めて」
コーディネーター　稲葉剛さん（住まいの貧困に取り組むネットワーク世話人）

パネリスト
花井圭子さん（労働者福祉中央協議会事務局長）
我那覇圭さん（東京新聞政治部記者）（予定）
山田壮志郎さん（日本福祉大学准教授）

さいき まこさん（漫画家）

16:25　まとめ　「これからの私たちの取り組み」
尾藤廣喜（弁護士、当会議代表幹事）

【主催】生活保護問題対策全国会議
【後援】公正な税制を求める市民連絡会

チラシのダウンロードは　→　こちら

http://tax-justice.com/wp-content/uploads/2016/06/028228f88b21dea8a1e8f37f5ee1804b.pdf



